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1. R7Rh3の磁気秩序は、R=Ce, Pr, Ndでは強磁性が支配的であり、伝導電子を媒介とするRKKY




2.電気抵抗率の振舞いは、 R= La, Ce, Pr, Ndまで金属的であり、磁気転移点で急速に減少する。









































I. RM92 Tg (T =Ni and Cu) 
RMg2れ（T=Ni, Cu）については、結晶学的な特徴を明らかにする目的で、(1）本研究で初めて合成
されたRMg2Cu,i(R= La, Ce, Pr, Nd, Sm）の構造解析を行なった。次に、電子物性を明らかにする
希土類金属間化合物R1Rh3及びRMg2Tg (R ＝希土類， T=Ni, Cu）の物性 153 




は2cサイトを、 Mgは4fサイトを、 Cuは2a,2b, 2d, l 2kサイトを各々占める。この構造は
RTs{CaCU5型）と2MgTi2つのMgCu2型から成る）のC軸方向への積み重なりで出来ており、
RMgNi9の結晶構造と極めて類似していることが明らかとなった。 R-R最近接原子間距離は、
C軸方向（～ 8.43A(T= Ni)，～ 8.64 A(T= Cu））で、はC面内（～ 4.87A(Ni），～ 5.05 A(Cu)) 
の約2倍である。従って、 R原子は2次元的に配置しており、それを反映した特異な物性が現
われると予想される。
2. RMg2Nig(R =La, Ce, Pr, Nd, Gd）の磁化および帯磁率の測定より、 R=Laはパウリ常磁性

















以上のように、 RMg2れでは、 i)RMg2Ni9において低温まで長距離磁気秩序が存在しない、 i)
CeMg2Ni9は価数揺動物質であるにも関わらず、電気抵抗率や帯磁率の温度依存にブロードなピーク
を示さない、 iii)CeMg2CU9の電気伝導は異方的な振舞いを示す、などのR原子の2次元的な配置を
反映した物性が明らかとなった。
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以上、 R7Rh3系およびRMg2T9系についての種々の物性実験を行ない、それらの実験結果より以
下のような新しい知見を得ることができた。
(l)R7Rh3系では、バンド構造が、軽希土類系の金属的な状態から、重希土類系の伝導電子が局在電
子系に近い状態にある半金属的な状態へと変化している。このため、重希土類系では少数キャリアに
起因した反強磁性秩序が出現したと考えられる。また、（2)RMg2Tg系は2次元的な原子の配置をもっ
化合物であり、 2次元性を反映した特異な磁性や伝導が現われる。特に、 R=Ceは2次元強相関系
の典型物質であり、極めて特異な物性を示すことが明らかとなった。
